
①研究テーマ ②研究機関名・所属 ③役職・氏名  

 

研究助成の概要  

① 道路ネットワーク形状を考慮した⾧期動学的道路料金設定アルゴリズムの開発 
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１. 研究分野及び題目 

（Ⅱ－５）デジタル道路地図の利活用に関する研究 

２. 研究の目的 

人口減少社会の日本において、高速道路料金や道路混雑課金（ロードプライシング）の料金設定

などをどのように実施するのが望ましいかを、30 年～50 年の⾧期の視点で分析する方法論を開発

する。従前の実務における償還主義の高速道路料金の決定法や、学術研究が多数存在する道路混雑

課金の精度決定法は、高齢化と人口減少により生じうる今後の自動車交通量の減少に対応したもの

ではない。本研究では、⾧期動学的な料金設計について、実務にも容易に応用できる簡易な交通需

要予測モデルを利用しながら、道路ネットワークを考慮しながら分析する方法を提示する。 

３. 研究の概要 

 


